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問�　
山
手
環
状
線
は
和
坂
２

丁
目
と
魚
住
町
金
ケ
崎
を

結
ぶ
全
長
約
６
㎞
の
都
市

計
画
道
路
で
、
昭

和
44
年
に
事
業
着

手
し
、
大
窪
工
区

７
０
０
ｍ
を
残
す

の
み
と
な
っ
て
い

る
。
全
線
開
通
に

向
け
た
市
の
認
識

を
聞
く
。

答�　
本
事
業
は
、
事

業
着
手
か
ら
50
年

が
経
過
し
、
西
工

区
の
完
成
を
機
に
、
地
域

か
ら
大
窪
工
区
の
早
期
着

手
の
要
請
が
高
ま
っ
て
い

る
。
国
道
２
号
の
渋
滞
や

生
活
道
路
へ
の
車
両
進
入

な
ど
は
重
要
な
課
題
と
認

識
し
て
お
り
、
令
和
８
年

度
中
の
全
線
開
通
に
向
け

て
最
大
限
に
集
中
し
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。
事
業
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
人
員
体

制
の
整
備
を
図
る
と
と
も

に
、
交
付
金
申
請
等
の
財

源
確
保
に
向
け
て
、
国
へ

の
要
望
活
動
等
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ま
た
、
事
業
の
推
進
に
は

用
地
補
償
等
で
関
係
者
の

問�　
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援

の
充
実
に
向
け
、
学
校
給

食
費
の
無
償
化
実
施
に
つ

い
て
問
う
。

答�　
本
市
の
全
て
の
小
中
学

校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校

で
学
校
給
食
費
の
無
償
化

を
実
施
し
た
場
合
、
小
学

校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校

で
約
６
億
７
千
万
円
、
中

学
校
で
約
３
億
５
千
万
円
、

合
計
約
10
億
円
を
超
え
る

費
用
が
毎
年
度
必
要
と
な

る
。
国
の
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
に
よ
り
本
市

の
負
担
軽
減
額
が
７
・
５

億
円
と
な
る
が
、
全
て
の

費
用
を
負
担
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
た
め
、
費
用
対

策
や
市
民
生
活
の
実
情
を

踏
ま
え
た
優
先
付
け
の
検

討
が
必
要
と
考
え
る
。

　

 　
学
校
給
食
は
、
「
食
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
」

と
し
て
の
機
能
も
期
待
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

他
市
の
動
向
も
踏
ま
え
、

特
に
学
習
塾
や
部
活
動
な

ど
で
経
済
的
負
担
が
大
き

く
な
る
中
学
校
か
ら
の
段

階
的
な
学
校
給
食
費
の
無

償
化
実
施
に
つ
い
て
、前
向

き
に
検
討
し
て
い
く
考
え

だ
。 

問�　
老
朽
化
が
進
む
船
上
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を

聞
く
。

答 　
今
年
度
で
築
48
年
が
経

過
す
る
船
上
浄
化
セ
ン
タ

ー
は
、
建
て
替
え
用
地
の

確
保
が
困
難
で
、
平
成
19

年
３
月
に
同
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
再
整

備
と
危
機
管
理
機

能
の
強
化
を
目
的

に
、
明
石
市
浄
化

セ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
基
本
計

画
を
策
定
し
事
業

着
手
を
目
指
し
た

が
、
財
政
面
な
ど

の
問
題
か
ら
延
期

し
た
。
そ
の
後
、

計
画
を
見
直
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は
行
わ

ず
、
市
内
の
各
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
延
命
化
を
図
る
こ

と
が
費
用
面
で
有
効
で
あ

る
と
30
年
３
月
の
建
設
企

業
常
任
委
員
会
で
報
告
し

た
。
同
浄
化
セ
ン
タ
ー
は

標
準
耐
用
年
数
50
年
を
過

ぎ
て
も
使
用
で
き
る
状
態

で
あ
り
、
70
年
以
上
に
延

命
化
で
き
る
見
込
み
だ
。

ま
た
、
施
設
を
コ
ン
パ
ク

ト
化
す
れ
ば
現
在
地
で
の

再
整
備
も
可
能
だ
。な
お
、

市
内
全
て
の
浄
化
セ
ン
タ

ー
は
、
耐
震
や
浸
水
の
対

策
を
実
施
し
た
た
め
、
危

機
管
理
機
能
は
強
化
さ
れ

て
い
る
。

問�　
教
職
員
が
児
童
生
徒
と

向
き
合
う
時
間
を
確
保
す

る
た
め
、
統
合
型
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
業

務
を
効
率
化
し
な
い
か
。

答�　
当
シ
ス
テ
ム
の
導
入
効

果
は
、
児
童
生
徒
の
個
人

カ
ル
テ
を
作
成
し
共
有
す

る
こ
と
に
よ
り
、
小
中
で

一
貫
し
た
系
統
的
な
学
習

や
指
導
体
制
の
確
立
が
図

ら
れ
る
点
に
あ
る
。
児
童

生
徒
の
実
態
を
正
確
に
把

握
し
共
有
す
る
こ
と
で
一

人
一
人
の
特
性
に
応
じ
た

学
習
や
生
活
の
支
援
を
行

う
こ
と
が
可
能
で
、
業
務

の
効
率
化
に
よ
り
教
員
の

事
務
時
間
が
短
縮
し
、
教

材
研
究
や
授
業
の
準
備
時

間
が
確
保
で
き
る
な
ど
、

教
育
内
容
の
充
実
が
図
ら

れ
る
。
し
か
し
、
シ
ス
テ

ム
導
入
時
に
か
か
る
費
用

や
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対

策
等
に
は
多
額
の
費
用
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

 　
こ
れ
ま
で
本
市
は
、
よ

り
良
い
教
育
環
境
に
す
る

た
め
中
学
校
給
食
や
小
中

学
校
の
空
調
設
備
導
入
を

優
先
的
に
実
施
し
た
た
め

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
は
至

っ
て
い
な
い
が
、
今
後
検

討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
た
め
、
法
的
な
措
置
も

想
定
し
、
地
域
の
理
解
と

協
力
を
得
な
が
ら
合
意
形

成
を
図
り
た
い
。

事業着手から50年

山手環状線道路

令和8年度の開通を目指す

学校給食費の無償化
中学校での実施

前向きに検討を進める

老朽化進む船上浄化センター
施設のコンパクト化により

現敷地で再整備が可能

児童生徒との時間を確保

統合型校務支援システム

費用面などで導入に課題

残るは大窪工区 700ｍ

小型電気自動車（イメージ）

センターの延命化を模索

問�　
住
民
の
高
齢
化
率
が
高

く
、
移
動
負
荷
の
大
き
い

地
域
へ
の
た
こ
バ
ス
の
導

入
の
考
え
に
つ
い
て
聞
く
。

答�　
現
在
、
た
こ
バ
ス
は
路

線
バ
ス
が
な
い
交
通
不
便

地
域
で
の
み
運
行
し
て
い

る
。
そ
の
他
の
地
域
で
も

高
齢
化
率
の
上
昇
や
地
形

的
な
要
因
か
ら
最
寄
り
の

バ
ス
停
ま
で
の
移
動
の
負

担
が
大
き
く
な
る
な
ど
、

地
域
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
る
。

　

 　
そ
こ
で
今
年
度
、
土
地

の
高
低
差
に
よ
る
険
し
い

坂
道
や
狭
い
道
路
が
多
い

朝
霧
地
区
に
お
い
て
、
国

の
支
援
を
得
て
、
時
速
20

㎞
未
満
で
公
道
を

走
る
新
し
い
交
通

の
在
り
方
と
し
て
、

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
実

証
調
査
を
行
う
。

本
調
査
は
、
小
型

電
気
自
動
車
を
活

用
し
、
地
域
と
最

寄
り
の
バ
ス
停
や

生
活
関
連
施
設
を

結
ぶ
試
験
運
行
を

行
い
、
当
該
地
域

の
課
題
に
対
す
る
有
効
性

な
ど
を
検
証
す
る
も
の
だ
。

　

 　
な
お
、こ
の
た
び
の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、来
年
度

以
降
、
当
該
地
域
や
そ
の

他
の
地
域
で
の
活
用
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
考

え
だ
。

問�　
中
学
校
の
部
活
動
に
お

け
る
ノ
ー
部
活
動
デ
ー
は
、

子
ど
も
た
ち
や
教
職
員
の

活
動
実
態
に
沿
っ
た
状
況

に
な
っ
て
い
る
の
か
。
週

１
回
の
休
養
日
の
設
定
が

水
曜
日
に
固
定
さ
れ
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
、
市
の
見

解
を
問
う
。

答�　
本
市
は
、
学
校
関
係
者

で
構
成
し
た
「
部
活
動
あ

り
方
検
討
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
、
教
育
委
員
会
議

や
校
長
会
と
も
協
議
を
重

ね
た
結
果
、
平
成
31
年
４

月
に
「
中
学
校
に
お
け
る

運
動
部
活
動
指
導
の
手
引

き
」
を
策
定
し
、
部
活
動

に
お
け
る
休
養
日
や
活
動

時
間
等
の
基
準
を
定
め
て

い
る
。

　

 　
休
養
日
を
水
曜
日
に
固

定
し
て
い
る
の
は
、
水
曜

日
を
会
議
日
と
し
て
設
定

し
て
い
る
学
校
が
多
く
、

顧
問
が
生
徒
の
安
全
管
理

を
行
い
に
く
い
な
ど
の
理

由
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、

学
校
行
事
等
で
休
養
日
を

変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

き
は
、学
校
長
か
ら
教
育

委
員
会
へ
変
更
届
を
提
出

す
る
こ
と
に
よ
り
、
別
の

曜
日
に
振
り
替
え
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

朝霧で試験運行開始
時速20㎞未満の電動自動車

グリーンスローモビリティ

中
学
校
に
お
け
る
ノ
ー
部
活
デ
ー

�

週
１
回
の
休
養
日
設
定
を
柔
軟
に

▽
採
択
さ
れ
た
請
願
△

　
〇 

指
定
難
病
医
療
費
助
成
制
度
で
「
軽
症
」
と
さ
れ

た
難
病
患
者
を
助
成
対
象
に
戻
す
よ
う
国
へ
の
意

見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

請　願
　
意
見
書
１
件
を
可
決
し
、
政
府
・
関
係
機
関
に
送

付
し
ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

○�

難
病
患
者
の
医
療
費
助
成
制
度
の
改
善
を

　
２
０
１
５
年
１
月
か
ら
新
た
な
指
定
難
病
医
療
費

助
成
制
度
が
施
行
さ
れ
「
重
症
度
基
準
」
に
よ
る
選

別
が
行
わ
れ
た
結
果
、
難
病
と
認
定
さ
れ
て
も
、
多

く
の
軽
症
者
が
医
療
費
助
成
の
対
象
外
と
な
っ
た
。

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
不
認
定
患
者
の
中

に
は
通
院
回
数
を
減
ら
し
た
患
者
も
お
り
、
受
診
抑

制
に
よ
る
重
症
化
を
懸
念
す
る
声
も
あ
る
。

　
難
病
は
、
い
っ
た
ん
重
症
化
す
る
と
回
復
が
困
難

な
う
え
、
他
の
病
気
を
併
発
す
る
可
能
性
も
あ
り
、

早
期
の
段
階
か
ら
定
期
的
な
受
診
が
必
要
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
対
し
「
重
症
度
基
準
」
に
よ
る
選

別
で
は
な
く
、
軽
症
者
を
含
め
た
全
て
の
指
定
難
病

患
者
が
費
用
の
心
配
な
く
早
期
受
診
で
き
る
よ
う
に

す
る
な
ど
、
難
病
患
者
の
医
療
費
助
成
制
度
を
改

善
、
充
実
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。


